




平成 25 年度  一般社団法人文教施設協会自主事業  

サスティナブル  スマート  スクール  フォーラム 2013 

開 催 要 領 

 

 

 

【事業名】「サスティナブル  スマート  スクール  フォーラム 2013」  

 

【事業概要】  

公立学校施設は、昭和 40 年代後半から 50 年代にかけて、児童生徒急増期に一斉に整備

された結果、建設後 25 年以上を経過した施設が約 7割を占めるなど、老朽化が深刻な状況

となっている。 

文部科学省では、平成 24 年度「老朽化対策検討特別部会」を設置し、「学校施設老朽化

対策について」の報告書がまとめられ、安全面、機能面の改善を図るとともに、多様な学

習内容に応じた教育環境の整備、またエコスクール化などが示されている。 

当協会は本年、学校施設老朽化対策に関する自主調査研究「文教施設づくりに関する調

査研究・学校施設の長寿命化対策の提案～レトロフィットデザイン～」を実施し、報告書

にまとめる。 

本フォーラムでは、今後老朽化に伴う改修、改築の需要が集中することが予想される状

況を踏まえ、学校施設の再生・整備に取り組む全国教育委員会及び設計事務所に対し、上

記の当協会自主調査研究内容を活用し、具体的で役に立つ技術や先進的な事例を説明する。 

 

 主  催  /一般社団法人  文教施設協会  

 

 後  援  /文部科学省、各自治体（開催地）  

 

 運  営  /フォーラム実行委員会

 

 協  賛  /フォーラム開催主旨に賛同した会員  

 

 開催日 /会場（全 11 カ所）別紙 -1 参照  

 

 対  象  教育委員会・建築設計事務所・国立大学法人等及び学校法人・

その他  

 

 参加料 / 無  料  

 

 募集人数 /東京・大阪 200 名、九州 100 名、その他 50 名  計 900 名  

 

 

 

 

 

 



別紙-1

会　場 開催日 開催会場
募集
人数

会場住所

東京会場 2013年8月27日 (火)
東京大学生産技術研究所
コンベンションホール

200 東京都目黒区駒場4-6-1

東北１会場 2013年9月2日 (月)
東北大学

工学研究科・工学部総合研究棟
１階講義室２（１１０室）

50 仙台市青葉区荒巻字青葉6-6

北海道会場 2013年9月5日 (木)
北海道大学

百年記念会館大会議室
50 北海道札幌市北区北8条西5丁目

東北２会場 2013年9月6日 (金)
福島大学

S講義棟　講義室
50 福島県福島市金谷川1

関東会場 2013年9月9日 (月) 茨城県市町村会館　201会議室 50 茨城県水戸市笠原町978-26

中部会場 2013年9月12日 (木)
名古屋大学

豊田講堂　第1会議室
50

愛知県名古屋市千種区仁座町
（名古屋大学東山キャンパス内）

北陸会場 2013年9月13日 (金)
金沢大学

五十周年記念会館「角間の里」
50 石川県金沢市角間町

中国会場 2013年9月18日 (水)
岡山大学

創立50周年記念館　大会議室
50

岡山県岡山市北区津島中1丁目1番1
号

四国会場 2013年9月27日 (金)
徳島文理大学

25号館（メディアセンター4階）
50 徳島県徳島市山城町西浜傍示180

九州会場 2013年10月1日 (火)
九州大学

医学部百年講堂　中ホール3
100 福岡県福岡市東区馬出3丁目1番1号

大阪会場 2013年10月8日 (火)
大阪大学中之島センター

佐治敬三メモリアルホール
200 大阪府大阪市北区中之島4-3-53

サスティナブル スマート スクール フォーラム　2013　開催予定一覧



《開催スケジュール》  

 

【東京会場、大阪会場、九州会場】  

 

10： 00 主催者挨拶  

 

10： 05 基調講演「今後の学校施設づくりの在り方（長寿命化）」（ 70 分）  

東洋大学  理工学部  建築学科  教授  長澤   悟（東京・大阪）  

 

11： 20 講演 -1 協会自主調査研究  報告書①  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

12： 00 昼食  

13： 00 講演 -2 協会自主調査研究  報告書②  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

13： 40 休憩  （ 10 分）  

13： 50 講演 -3 協会自主調査研究  報告書③  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

14： 30 休憩  （ 20 分）  

14： 50 講演 -4 協会自主調査研究  報告書④  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

15： 30 休憩  （ 10 分）  

15： 40 講演 -5 協会自主調査研究  報告書⑤  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

16： 20 終了  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

【上記以外の会場】  

 

11： 00 主催者挨拶・講演（協会自主調査研究  報告書概要）  

《説明者》文教施設協会（ 20 分）  

11： 30 講演 -1 「学校施設事例（長寿命化）」  

《説明者》学校計画者（ 30 分）  

12： 00 昼食（休憩）  

13： 00 講演 -2 協会自主調査研究  報告書①  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

13： 40 休憩  （ 10 分）  

13： 50 講演 -3 協会自主調査研究  報告書②  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

14： 30 休憩  （ 20 分）  

14： 50 講演 -4 協会自主調査研究  報告書③  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

15： 30 休憩  （ 10 分）  

15： 40 講演 -5 協会自主調査研究  報告書④  

《説明者》調査研究委員会 (40 分 ) 

16： 20 終了  

 

 

 

 



【参  考】  

平成 25 年度  

一般社団法人文教施設協会文教施設づくりに関する調査研究  

概  要  

 

1.  事業名「学校施設の長寿命化対策の提案～レトロフィットデザイン～」 

2.  事 業 期 間： 平 成 25 年  3 月 ～  平成 25 年  7 月 31 日  

3.  趣  旨  

公立学校施設は、昭和 40 年代後半から 50 年代にかけて、児童生徒急増期に一斉に整備

された結果、建設後 25 年以上を経過した施設が約 7割を占めるなど、老朽化が深刻な状況

となっている。文部科学省では、平成 24 年度「老朽化対策検討特別部会」を設置し、「学

校施設老朽化対策について」の報告書がまとめられ、安全面、機能面の改善を図るととも

に、多様な学習内容に応じた教育環境の整備、またエコスクール化などが示されている。 

当協会では、今後老朽化に伴う改修、改築の需要が集中することが予想

される状況を踏まえ、学識経験者、会員企業の協力を得て、標記の調査研

究を実施し、学校施設の再生・整備に取り組む自治体に対し、具体的で役

に立つ技術や先進的な事例を提案する。  

4.  内  容  

1）具体的内容及び方法  

①当調査研究を実施するにあたり、協会内に「文教施設づくりに関す

る調査研究委員会」を設置し、実施する。  

委員会構成は以下とする。  

《学術委員会》  学識者  地方自治体関係者  

《技術部会》  建設・メーカー会員  

《設計事例部会》計事務所会員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②本事業の実施体制（委員  五十音順、敬称略）  

○「学術委員会」（  五十音順、敬称略  ※主査）  

青木   茂  首都大学東京  戦略研究センター  教授  

内田  祥士  東洋大学ライフデザイン学部  人間環境デザイン学科  教授  

小峯  裕己  千葉工業大学  工学部建築都市環境学科  教授  

長澤   悟  東洋大学  理工学部  建築学科  教授  ※  

野島  直樹  株式会社  教育環境研究所  主任研究員  

吉川  清志  習志野市財政部資産管理室  室長  

○「設計事例部会」「技術部会」協会会員  

「文教施設づくりに関する調査研究委員会」  

協会  

事務局  

《学術委員会》  

 

学識者  

地方自治体関係者  

《ＷＧ》  

技術部会  

建設・メーカー会員  

設計事例部会  

計事務所会員  




